


　「シアターＸ国際舞台芸術祭」実行委員会は、第12回『北斎とかぶこう！』が

終了して直ぐの2016年夏より第13回のメインテーマについて論議を始め、論議の末

ようよう『かぐや avec アインシュタイン』と決定、例年行なう プレ･シンポジウ

ムの登壇者として、まず四方田犬彦氏にお願いをしました。

　四方田犬彦氏は、第11回Ｘ-ＩＤＴＦ『つくり噺』におけるシンポジウムや、タデ

ウシュ･カントル生誕100年祭での『カントル研究会』､今年は翻訳をなさったイルダ

･イルスト『わたしの犬の眼で』を自ら朗読なさるなどシアターＸではおなじみの方。

　その四方田氏より｢自分は“かぐや姫”のことは話せるがサイエンスの方はとても

すばらしい適任者がいますよ｣と紹介いただいたのが詩人で作家の寮美千子さん。

　寮美千子さんは東京生まれ､千葉育ち｡外務省勤務やコピーライターを経て1986年　

毎日童話新人賞を受賞。2005年　『楽園の鳥』で泉鏡花文学賞を受賞。翌年、古都

に憧れ首都圏より奈良に移住。絵本､詩､小説､自作朗読と幅広く活躍中。主な著書に

『星兎』『夢見る水の王国』など　……　というユニークな方ですが、実は御祖父様の

寮佐吉氏は科学ライターの先駆けで、アインシュタイン博士が来日した大正11年、講

演会の前座として「相対性理論」の講演を行なった方。(ビックリ！）

　しかも寮佐吉氏の訳した『通俗科学講話叢書第三篇　通俗電子及び量子論講話』

が宮沢賢治の蔵書にあり、宮沢賢治の“幻想第四次”を走る『銀河鉄道の夜』の源

泉につながった…というのですから。

　寮さんご自身も天文に興味を持ち、天文学を題材としたサイエンス･ファンタジー

『小惑星美術館』 『ラジオスターレストラン　千億の星の記憶』などの著書も。

　丹下一氏は また、この『ラジオスターレストラン 千億の星の記憶』オペラ化の

際に演出をされた。その後も連続企画で寮さんの作品を舞台化しておられ、その他

ご専門の民俗芸能をベースにした現代演劇や、2015年からは東北の震災への思いを

テーマにした｢Hamlets/ハムレッツ｣シリーズの上演など国内外で活動、シアターＸ

“ユージーン・オニール上演研究会”にも出演されておられ、Ｘ-ＩＤＴＦに最も

ふさわしい演出家、俳優として お願いいたしました。
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